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１．緒言 
本研究の目的は，女子大学生テニスプレ

ーヤーは，「ダブルスのペアにおける解消を

どのように意味づけるのか」というリサー

チクエスチョン(RQ)を設定，質的にアプロ

ーチをし，発展継承可能な仮説的知見を導

き出した． 
２．研究方法 
 情報提供者は，関西学生テニス連盟に所

属し，全国大会を経験した 9 名であり，1
対 1 の半構造化インタビュー(1 時間程度)
を行い，その会話の内容を録音した．録音

データを基に逐語を行い，そのデータから

複線径路・等至性モデル(TEM)を用いて分

析し概念図に表した． 
３．結果および考察 
 分析の結果，「女子大学生テニスプレーヤ

ーは[これまでの経験から理想のペアを求

める①]が[周囲の指示で組まざるを得ない

②]により理想通りにいかず，自分を納得さ

せようとするが[レベルの差を感じる③]こ
とから[自分の思い通りに行かないことが

目立ち始める④]ようになり，試合の結果も

負けが続く．そこで[うまくいかないことか

ら何とかしようとする⑤]が，改善策はうま

くいかず，[これ以上組むことが困難だと感

じる⑥]ことから解消しようとする．[解消

後のペアとの関わり方⑦]において，時間が

経てばまた組むことができるという意見も

あるが，解消をしたペアに対しもう一度組

みたいと感じることは避けたいと感じる．

そして解消の原因は，ペアとの勝ちに対す

る価値観の相違による」という仮説的知見

を導き出した． 
 導き出された概念図を図 1 に示す． 
４．まとめ 
 ダブルスのペアを組んでいく中で女子大

学生テニスプレーヤーは「ペアとの勝ちに

対する価値観の相違が生じる」と意味づけ

る． 
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図 1 ダブルスのペアにおける危機と解消

 


